
                    

管理事務室の日誌：平成 24 年 1 月(第 34 号) 

新年、明けましておめでとうございます。今年の干支は辰です。 

辰は竜、龍とも表記され十二支の中で唯一空想上の生物です。 

角は鹿、頭はラクダ、眼は鬼（幽霊）あるいは兎、身体は蛇、 

腹は蜃(シン・ハマグリの意)、背中の鱗は鯉、爪は鷹、掌は虎、耳は牛にそれぞれ似ております。 

東洋では威厳ある霊獣で、西洋では悪魔と同列と、その存在に大きな違いがあります。 

 

８年間のお姫様 

日の傾きかけた日曜日の昼過ぎに千葉市中心街にお住まいの方の 

お宅へ猫さんのお迎えをいたしました。 

混雑した休日の駅周辺を通り抜け、ご家族のもとに到着しました。 

優しい日だまりの縁側に１６歳を迎え前日の夜お亡くなりになった 

猫さんがお庭の咲いていた色とりどりのお花と共にお棺に納まっておりました。 

縁側の奥の居間の方からは、別の猫さんの鳴き声が聞こえます。 

鳴いていた猫さんは８年程前に遠くアメリカから来日し、お宅で暮らす事になりました。 

と、同時に昨日亡くなった猫さんは当時、自ら二階の寝室に入り一生を終える一か月前まで一歩も外に

出る事無く過していたのだそうです。 

猫さん達の都合は人知の超えた所にあるのでしょうが、ご家族のお母様は寝室に入り込んだ猫さんをご

自宅のお姫様と位置付け、居間におられる猫さん共々大事にされていたそうです 

 

幼い頃の手紙 

穏やかに晴れ渡る１２月２４日 

一組のご家族が前日の夜に亡くなったワンちゃんのご葬儀に来園されました。 

ご家族は約２１年前に当霊園でワンちゃんを火葬され、 

お骨は現在に至るまでお堂に納骨されておりました。 

本日は、その後１９年間生活を共にしたワンちゃんが 

お亡くなりになったのを機に、先代のワンちゃんのお骨を 

共同墓地へ埋葬される事としました。 

供養を行うにあたり、ご家族と一緒に先代のほとけ様を本堂の祭壇へ移そうとしましたら、納骨壇の奥に

折りたたまれた朱色の折り紙ありました。 

私はそれを手に取り「懐かしい物がございました」と、ご家族のお一人に手渡しいたしました。 

折り紙はその方が幼少の頃、先代のワンちゃんに書いた手紙で、21 年間納骨壇のほとけ様の傍らに添え

られておりました。 

照れながら受け取りながらも、皆様懐かしんでおられました。 


